
「①人口減少、少子高
齢化の進行」の影響
は？

「②社会経済情勢の変
動」の影響は？

「③地球環境問題の顕
在化」の影響は？

「④情報化社会の進展」
の影響は？

⑤「税財政制度への対
応、地方財政の逼迫」
の影響は？

「⑥地方分権の進展、
地域主体のまちづくり」
の影響は？

「⑦社会基盤等の維持
更新」の影響は

目指すべき方向性
は？

情報格差
市民サービスの対象･
基準等の見直し

社会的弱者等の地域で
の見守り等

①
人口減少、少子
高齢化の進行

地域で支えあう社
会

生産･消費活動減

②
社会経済情勢の
変動

社会経済変動の影
響を受けにくい社
会

生産･消費活動減によ
る環境負荷減

ストック活用による環境
負荷減

③
地球環境問題の
顕在化

環境負荷の少ない
社会

税収減、消費減（地域
経済縮小）、社会保障
費増

雇用等、地域経済への
影響

業務効率化によるコスト
削減

⑤
税財政制度への
対応、地方財政
の逼迫

自治の持続、将来
世代へ負担を転嫁
しない社会

地域で支える社会の構
築、地域での雇用（ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ）等 ライフスタイルの見直し まちづくり情報共有

ストック活用型のまちづ
くり

⑥
地方分権の進
展、地域主体の
まちづくり

地域主体・市民主
体の社会

規模・配置の見直し

施設等の要否検討
計画的維持更新、費用
の圧縮

身近な施設の維持･管
理等

⑦
社会基盤等の維
持更新

ストック活用型社
会

地域力低下、一方で団
塊世代等地域を担う人
材増の可能性
人口の社会増減幅の減
少（定住化）
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